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「すざく」衛星搭載硬X線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM)の現状
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「すざく」衛星に搭載された硬 X線検出器 (HXD)のシールド部にあたる、広帯域全天モニタ部 (Wide-band
All-sky Monitor; WAM)は 50–5000 keVの硬X線・ガンマ線に感度をもち、ガンマ線バースト (GRB)や軟ガンマ
リピーター (SGR)などの突発現象を観測することができる。特にMeV領域の大きな有効面積 (400cm2@1 MeV)
が他のGRB検出器にない特色であり、短時間スペクトル変動の探査に威力を発揮する。
WAMは「すざく」打ちあげから 4年以上を経過した今も問題なく動作し続けている。ほぼ毎年、検出器毎のゲ

イン変動を調整するオペレーションを行っている他は定常運用をつづけている。2009年 11月まででGRBの検出
数は 600を越え、年間約 150個の検出ペースである。また、WAM関連のGCN Circularもすでに 140をこえた。
さらに Swift/BAT(米)やKonus-Windチーム (露)との国際協力で機上較正や科学的成果をあげてきた。今後、応
答関数やABCガイドなどのWAMのデータ解析に必要なツールや文書を公開していく予定である。本講演では、
WAMの観測の現状と今後の進展について述べる。


